
舞 監 第 29 号

令 和 6 年 12 月 26 日

　舞鶴市長　　　　鴨田　秋津　様

舞鶴市監査委員 　杉島　久敏

舞鶴市監査委員 　瀬野　淳郎

一般会計

特別会計

　　その他

（２） 実施場所及び日程　監査委員事務局　令和6年11月18日

（３） 実施内容及び着眼点

（４） 結果及び意見

（１） 対　象　水道事業会計、下水道事業会計及び病院事業会計

（３） 実施内容及び着眼点

（４） 結果及び意見

　　　　　　　　　　（公印省略）

２　公営企業会計

例月現金出納検査結果報告（令和6年度9月分）

（１）対　象

記

繰越明許費、歳入歳出外現金及び基金

　地方自治法第235条の2の規定により舞鶴市監査基準に関する規程に準拠して、現金出納検査
を実施したので、その検査結果を提出する。なお、前任監査委員　今西　克己は令和6年11月
27日に退任し、後任監査委員　杉島　久敏が同日就任した。

１　一般会計及び特別会計

 ①　計数は正確であり、現金の保管は適正であると認められた。
 ②　事務処理及び手続きについては、適正であると認められた。

国民健康保険事業、貯木事業、駐車場事業、介護保険事業及び
後期高齢者医療事業

　検査は、会計管理者所管の歳入簿、歳出簿、その他諸帳簿、証書、証票及び
基金保管金調書並びに指定金融機関の公金現在高報告書により計数を照合する
等の方法によって、現金の出納、保管を主眼において実施した。

（２） 実施場所及び日程　監査委員事務局

 ①　計数は正確であり、現金の保管は適正であると認められた。
 ②　事務処理及び手続きについては、適正であると認められた。

　検査は、各企業会計の総勘定元帳、補助簿、その他諸帳簿、証書、証票及び

試算表並びに出納取扱金融機関の預金残高証明書により計数を照合する等の方

法によって、現金の出納、保管を主眼において実施した。

３　各会計等収入支出の状況は、別紙のとおりである。

　　令和6年11月19日　水道事業会計、下水道事業会計、病院事業会計



令和6年9月30日現在

１　一般会計及び特別会計

    （単位：円）

収   入   額 支   出   額 差   引   額

16,741,300,261 14,781,411,417 1,959,888,844

2,850,083,582 2,741,847,327 108,236,255

211,102 0 211,102

22,600,707 8,530,048 14,070,659

4,182,331,845 3,527,067,199 655,264,646

7,342,404 954,374 6,388,030

487,023,342 351,698,513 135,324,829

一 般 会 計 864,698,470 975,703,749 △ 111,005,279

2,064,997,036 1,983,016,374 81,980,662

27,220,588,749 24,370,229,001 2,850,359,748

前 月 末 残 高 当  月  増  減 当 月 末 残 高

13,701,463,409 △ 95,672,000 13,605,791,409

２　公営企業会計

（１）収益費用の状況

収     益 費     用 差   引   額

888,876,942 727,292,061 161,584,881

2,210,305,166 1,425,818,030 784,487,136

363,562,588 430,011,107 △ 66,448,519

前 月 末 残 高 当  月  増  減 当 月 末 残 高

261,586,312 0 261,586,312

403,302 0 403,302

育 英 基 金 等 28 件

水 道 事 業 会 計

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 事 業 会 計

会   計   別

貯 木 事 業 会 計

（１） 現金出納状況

後期高齢者医療事業会計

企　業　別

駐 車 場 事 業 会 計

合        計

介 護 保 険 事 業 会 計
（ 介 護 サ ー ビ ス 事 業 勘 定 ）

介 護 保 険 事 業 会 計
（ 保 険 事 業 勘 定 ）

区　　　　分

下 水 道 事 業 基 金

水 道 事 業 基 金

（２）基金の状況

令和6年度　舞鶴市各会計等収入支出現計表

病 院 事 業 会 計

歳 入 歳 出 外 現 金

（２）基金の状況

区　　　　分

下 水 道 事 業 会 計

繰越
明許費


